
 

 

令和８年度 第１回 

野田市公共下水道運営審議会 次第 
 

 

日 時 令和８年１０月１６日（金） 

 午後２時から 

場 所 野田市役所高層棟８階 大会議室 

１ 開  会 

 

２ 市長挨拶 

 

３ 委員紹介 

 

４ 職員紹介 

 

５ 議  案  （１）議案第１号 会長の選出について 

        （２）議案第２号 副会長の選出について 

   

  ６ 報  告  （１）報告第１号  
野田市公共下水道事業の概要及び整備状況に 
ついて 

（２）報告第２号 

野田市公共下水道事業財政状況について 

（３）報告第３号 

野田市下水道事業経営戦略の事業評価について 

  ７ そ の 他 

 

８ 閉  会 
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報告第１号 

野田市公共下水道事業の概要及び整備状況について 

 

１ 公共下水道整備計画の概要 

 
野田市では、江戸川左岸流域関連公共下水道の関連市として、全体

計画を策定し、昭和 48 年に下水道整備事業に着手し鋭意整備を推進

しております。  
 

野田市の公共下水道計画（汚水）は、平成 15 年 6 月に関宿町との  

合併により、全体計画面積 4,184.3ha、汚水計画人口 118,800 人、目

標年次を令和 31 年度とし、野田地域では、福田地区及び川間地区の

一部の区域を除いた、主に国道 16 号と江戸川で挟まれた区域を計画

の範囲としています。関宿地域では、現在の市街化区域と市街化調整

区域に点在する住宅密集地区が全体計画区域となっています。  
また、事業認可面積は、現在 2,222.23ha を取得し汚水整備を進め

ており、令和 8 年 4 月 1 日現在、供用開始区域面積は 1906.70 ha、
下水道普及率は 94.6％（※１）となっています。  

 
 

※１：下水道普及率の 94.6%は下水道全体計画区域の計画人口を基にした

ものであり、行政区域内人口を基にすると 73.5%になります。  
  
   94.6（％） ＝ 112,341（人）／ 118,800（人） × 100 
 
   73.5（％） ＝ 112,341（人）／ 152,923（人） × 100 
 
    112,341（人）：供用開始告示区域内人口（R8.4.1 現在）  
    118,800（人）：全体計画人口（目標年次：R31 年度時点）  
    152,923（人）：行政人口（R8.4.1 現在）  
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次に公共下水道計画（雨水）は、現在、親野井・東宝珠花地区の阿

部沼第 1 排水区及び桜木・桜台地区の南部 2 排水区の浸水地域の解消

を図るため、雨水調整池及び雨水幹線の整備を行っています。  
関宿地域の阿部沼第 1 排水区は、3 箇所の調整地の整備を計画して

おり、親野井地区では第 3 号調整池が令和 5 年 5 月 31 日に完成し、

稼働を開始しました。また、いちいのホールの北側付近の県道結城野

田線沿いにあります六丁四反ポンプ場付近の浸水被害の軽減を目指

し、令和 5 年度より関宿中央小学校東側の既設調整池（第１号調整池）

を拡張する工事に着手しています。  
野田地域の南部 2 排水区は、令和 6 年度までに行った南部 1 号雨水

幹線の整備による浸水被害の軽減効果を確認し、今後の整備計画に反

映させて参ります。  
また、浸水被害への日頃からの備えとして、内水ハザードマップを

作成し、ホームページでの掲載と印刷物の配布を行いました。  
 
次に下水道施設の管理状況については、下水道ストックマネジメン

ト計画（長寿命化計画）に基づき、平井汚水中継ポンプ場の機械設備、

電気設備の更新工事、岩名地区、白鷺梅郷住宅地区において管路施設

改築工事を行います。  
併せて、総合地震対策計画に基づき、線路下の管路施設耐震診断調

査を実施して参ります。  
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２ 野田市公共下水道整備について 

 

令和７年度整備状況及び８年度整備予定について 

下水道管渠（汚水）の整備を図り、都市の健全な発展及び生活環境の改

善、公衆衛生の向上に寄与するとともに、河川等の公共用水域の水質保全

を図ります。 

 ７年度（実績） ８年度（予定） 

整備内容 

○整備面積 6.3ha 
（開発含め 14.7ha） 

○整備延長 1.5ｋｍ 

（開発含め 4.1ｋｍ） 

○整備面積 4.7ha 
 

○整備延長 1.1ｋｍ 

 
下水道普及率 94.6% 
【73.5%(＋0.6％)】 

下水道普及率 94.7% 
【73.7%(＋0.2％)】 

※下水道普及率は下水道全体計画区域の計画人口を基にしたものであり、行政

区域内人口を基にすると【 】の数値になります。 
 

①公共下水道（汚水）の整備箇所 

（図面：整備箇所図（汚水）Ｐ5、6 参照） 

 
施工予定箇所 

工事延長 

令和７年度 令和８年度（予定） 

１ 尾崎字堂山地先 Ｌ＝ 148ｍ ― 

２ 尾崎字篠山地先 Ｌ＝ 115ｍ Ｌ＝ 302ｍ 

３ 七光台地先 Ｌ＝ 518ｍ Ｌ＝ 269ｍ 

４ 岩名二丁目地先 ― Ｌ＝   6ｍ 

５ 清水字貝塚地先 Ｌ＝  23ｍ ― 

６ 清水字出井ノ下地先 ― Ｌ＝   5ｍ 

７ 清水字沼端地先 Ｌ＝ 199ｍ ― 

８ 野田字太子前地先 Ｌ＝  36ｍ ― 

９ 上花輪字太子前地先 Ｌ＝  31ｍ ― 

10 上花輪字神明腰地先 Ｌ＝ 269ｍ Ｌ＝ 124ｍ 

11 山崎字上宿地先 ― Ｌ＝ 219ｍ 

12 山崎字中地地先他 Ｌ＝ 124ｍ ― 

13 山崎字北山地先 ― Ｌ＝  33ｍ 

14 山崎字宿里地先他 ― Ｌ＝  72ｍ 

15 山崎字北新田地先 ― Ｌ＝  53ｍ 

16 みずき四丁目地先 Ｌ＝  17ｍ ― 
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②公共下水道（雨水）の整備箇所 

（図面：整備箇所図（雨水）Ｐ7 参照） 

令和７年度 令和８年度（予定） 

阿部沼第１号調整池の整備 
箇所：木間ケ瀬地先 
貯留量：23,100 ㎥ 
矢板工 

阿部沼第１号調整池の整備 
箇所：木間ケ瀬地先 
貯留量：23,100 ㎥ 
矢板工 

 
 
③管路施設及びポンプ場施設の工事箇所 

（図面：整備箇所図（汚水）Ｐ5、6 参照） 

令和７年度 令和８年度（予定） 

平井汚水中継ポンプ場 
機械設備、電気設備改築工事 

平井汚水中継ポンプ場 
機械設備、電気設備改築工事 

川間南汚水中継ポンプ場 
汚水ポンプ交換工事 

ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ交換工事 
N＝１箇所（尾崎） 

マンホール耐震化工事 41 基 ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ管路施設改築工事 
岩名 L＝135m、木野崎 L＝153m 

 



5

整備箇所図（汚水）

令和７年度整備箇所 及び ８年度整備予定箇所

工事箇

所

１．尾崎字堂山地先

Ｒ７年 Ｌ＝１４８ｍ

１２．山崎字中地地先他

Ｒ７年 Ｌ＝１２４ｍ

埼玉県 江戸川

利根川

茨城県

１０．上花輪字神明腰地先

Ｒ７年 Ｌ＝２６９ｍ

Ｒ８年 Ｌ＝１２４ｍ

２．尾崎字篠山地先

Ｒ７年 Ｌ＝１１５ｍ

Ｒ８年 Ｌ＝３０２ｍ

（汚水）マンホール耐震化

Ｒ７年 浮上抑制工事

５．清水字貝塚地先

Ｒ７年 Ｌ＝２３ｍ

７．清水字沼端地先

Ｒ７年 Ｌ＝１９９ｍ

８．野田字太子前地先

Ｒ７年 Ｌ＝３６ｍ

９．上花輪字太子前地先

Ｒ７年 Ｌ＝３１ｍ

１１．山崎字上宿地先

Ｒ８年 Ｌ＝２１９ｍ

３．七光台地先

Ｒ７年 Ｌ＝５１８ｍ

川間南汚水中継ポンプ場

Ｒ７年 ポンプ交換工

野田市役所

１６野田市駅

愛宕駅

清水公園駅

七光台駅

国
道

号

１６．みずき四丁目地先

Ｒ７年 Ｌ＝１７ｍ

１４．山崎字宿里地先他

Ｒ８年 Ｌ＝７２ｍ

６．清水字出井ノ下地先

Ｒ８年 Ｌ＝ ５ｍ

１３．山崎字北山地先

Ｒ８年 Ｌ＝３３ｍ

（汚水）尾崎ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ

場

１５．山崎字北新田地先

Ｒ８年 Ｌ＝５３ｍ

（汚水）ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ管路改

築

（汚水）ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ管路改

築

梅郷駅

川間駅

Ｒ７：

Ｒ８：
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整備箇所図（汚水）

令和７年度整備箇所 及び ８年度整備予定箇所

埼玉県

江戸川 利根川

茨城県

宝珠花橋

下総利根大橋

平井汚水中継ポンプ場

Ｒ６年～８年 機械設備、電気設備更新

関宿橋

境大橋

いちいの

ホール

　　イ

　ノ

ノ．
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第３号調整池

（R５．５．３１完成）

関 宿 地 域

いちいのホール

ひがし台団地
関宿動物病院

第１号調整池

工事期間：令和５年度

～令和１３年度（予定）

＜令和８年度 事業概要＞

〇第１号調整池

工事（矢板工）

〇第２号調整池

用地取得、物件補償

平面図

六丁四反排水ﾎﾟﾝﾌﾟ場

整備箇所図（雨水）

阿部沼調整池

宝珠花橋

第１号調整池（現況）

関宿中央

小学校

 



　

第一終末処理

第二終末処理

江
戸
川
幹
線

平井汚水中継ポンプ場
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